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ランダム：統計学におけるランダム 

 ・標本調査をする際に無作為抽出(random sampling)し
なければならない 

無作為化、確立化 



ランダム：方法 

 意識的にランダムを実現することは難しい。 

 

 一般には乱数を用いる 

 

 乱数の性質 

  回数が多いほど均等になる 
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ランダム：乱数と偶然誤差 

 一定の範囲で均一であるという性質 

 

 

 （ex）104(出現個数) – 100 = 4（偶然誤差） 



データの要約：データの中心性を示す代表値 

 相加平均値、中央値、最頻値 

 

 正規分布に従わない場合、 

   相加平均値の代わりに相乗平均値、調和平均値、調
整平均値を用いる 



データの要約：ばらつきの指標、標準偏差 

 データの代表値として平均値Xを用いた時個々のデータ
の平均値からのずれ ｘ１－X を偏差という 

 

 標準偏差の計算手順 

 ・偏差を２乗してから合計して偏差平方和(SS)を求める 

 ・偏差平方和を自由度(n-1)で割って、分散を求める 

 ・求めた分散の値の平方根をとる 

 

 平均値の計算は標本数(n)で割るのに、標準偏差の計
算はなぜ自由度(n-1)で割るのか… 

 

 



自由度とは 

 ・独立に変動しうる変量の個数 

 

 ・平均値の場合データの総和が自由度 

 

 ・標準偏差の場合すでに計算された平均値を用いるの
で、n-1個のデータが決まればn番目のデータは必然的
に決まる。 

  だから標準偏差を求める際の自由度はn-1になる。 



データの要約：変動係数 

 データの数値の大きさによって変化してしまう標準偏差。 

  以下の式で表される変動係数(CV)なら測定精度が同じ     
なら平均値が異なってもCVはほぼ一定になる 

 

  CV = SD/X * 100 


